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現
在
全
国
に
約
三
百
の
ダ
ム
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
三
十
年
か
ら
四
十
年
前
に
計
画
さ

れ
た
も
の
で
、
こ
の
間
、
国
民
の
大
型
公
共
事
業
へ
の
認
識
や
自
然
環
境
に
対
す
る
意
識
が
変
化
し
、
計
画
見
直
し
を
求
め
る

声
も
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
の
質
問
を
す
る
。 

四 

建
設
省
や
徳
島
県
は
木
頭
村
長
や
同
村
議
会
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
ダ
ム
水
没
予
定
者
の
た
め
の
生
活
相
談
と
称
し
て

「
ダ
ム
相
談
連
絡
所
」
「
生
活
相
談
所
準
備
所
」
を
設
置
し
た
と
い
う
が
事
実
か
。
ま
た
こ
れ
ま
で
に
同
所
に
寄
せ
ら
れ
た 

 

相
談
件
数
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

現
在
も
木
頭
村
長
及
び
木
頭
村
議
会
は
、
ダ
ム
建
設
反
対
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
ダ

ム
建
設
を
反
対
し
て
い
る
理
由
は
何
か
。 

一 

現
時
点
に
お
い
て
見
込
ま
れ
る
徳
島
県
の
那
賀
川
流
域
に
建
設
を
計
画
し
て
い
る
細
川
内
ダ
ム
の
完
成
に
要
す
る
総
事
業

費
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

細
川
内
ダ
ム
に
対
し
、
ダ
ム
建
設
予
定
地
に
あ
た
る
木
頭
村
議
会
は
建
設
計
画
が
表
面
化
し
た
二
十
三
年
前
か
ら
、
十
回

に
わ
た
っ
て
建
設
反
対
関
連
の
決
議
を
行
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
事
実
か
。 

細
川
内
ダ
ム
建
設
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

九 

四
国
四
県
に
お
け
る
電
力
の
消
費
量
を
昭
和
四
十
七
年
か
ら
現
在
ま
で
年
度
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
昭
和
四

十
七
年
か
ら
こ
れ
ま
で
に
四
国
四
県
向
け
の
電
力
が
著
し
く
供
給
不
足
に
陥
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

五 

建
設
省
は
細
川
内
ダ
ム
建
設
計
画
で
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
平
成
四
年
度
ま
で
実
施
調
査
費
を
、
平
成
五
年
度
か
ら
は

建
設
事
業
費
を
計
上
し
て
い
る
が
、
各
年
度
予
算
の
執
行
状
況
を
使
途
別
に
詳
細
か
つ
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま

た
こ
れ
ま
で
に
執
行
さ
れ
た
同
ダ
ム
建
設
計
画
に
関
連
す
る
予
算
の
総
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

建
設
省
細
川
内
ダ
ム
工
事
事
務
所
の
人
員
、
予
算
規
模
及
び
詳
細
な
使
途
別
予
算
執
行
状
況
、
詳
細
か
つ
具
体
的
な
業
務

内
容
を
各
年
度
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

那
賀
川
か
ら
取
水
さ
れ
た
農
業
用
水
と
工
業
用
水
の
量
を
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
現
在
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
年
度
ご
と
に
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

木
頭
村
は
昭
和
五
十
一
年
九
月
の
台
風
十
七
号
で
、
山
腹
崩
壊
な
ど
多
大
な
被
害
を
受
け
た
と
聞
く
。
な
か
で
も
、
九
月

十
一
日
に
同
村
日
早
で
観
測
さ
れ
た
一
一
一
四
ミ
リ
の
雨
量
は
、
一
日
の
降
水
量
と
し
て
は
日
本
記
録
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
こ
の
台
風
に
よ
っ
て
那
賀
川
下
流
地
域
で
発
生
し
た
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
被
害
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

十 

昭
和
四
十
三
年
に
完
成
し
た
那
賀
川
流
域
の
小
見
野
々
ダ
ム
の
計
画
段
階
で
の
堆
砂
見
込
み
量
と
現
在
ま
で
の
堆
砂
実
績 

四 

 



 

十
三 

五
十
嵐
官
房
長
官
は
、
大
規
模
公
共
事
業
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
妥
当
性
を
審
査
す
る
第
三
者
機
関
の
設

置
を
提
案
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

十
二 

徳
島
県
と
高
知
県
を
つ
な
ぐ
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
一
九
五
号
線
の
う
ち
、
木
頭
村
の
折
宇
と
西
宇
の
間
、
約
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
は
一
車
線
で
あ
る
。
と
く
に
、
同
村
折
宇
石
畳
上
は
道
幅
三
メ
ー
ト
ル
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、

以
下
、
折
宇
石
畳
下
の
二
メ
ー
ト
ル
六
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
同
二
メ
ー
ト
ル
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
栩
谷
口
下
の
二

メ
ー
ト
ル
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
白
瀬
の
三
メ
ー
ト
ル
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
な
ど
、
国
道
と
は
思
え
な
い
狭
さ
で
あ 

 

る
。
自
動
車
の
す
れ
違
い
が
困
難
な
た
め
、
村
は
繰
返
し
拡
幅
工
事
の
要
求
を
し
て
い
る
が
、
国
は
ダ
ム
の
水
没
予
定
区
間

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
拒
否
し
続
け
て
い
る
。
同
区
間
の
一
部
は
村
の
費
用
負
担
で
す
れ
違
い
の
た
め
の
退
避
場
所
を
設
置

し
て
い
る
が
、
建
設
省
は
た
と
え
通
行
の
安
全
上
問
題
が
あ
っ
て
も
、
今
後
と
も
同
区
間
の
改
良
工
事
を
行
う
つ
も
り
は
な

い
の
か
ど
う
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

十
一 
那
賀
川
流
域
の
久
井
谷
で
発
生
し
た
地
盤
崩
落
は
ブ
ナ
皆
伐
と
杉
植
生
に
原
因
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
が
承
知
し
て

い
る
か
。 

量
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

 

六 

右
質
問
す
る
。 


